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Tetsumaro Kanaya: A Buddhist Priest in the Jodo Shinshu 
Hongwanji-ha (Nishihongwanji) Involved in the Shōnan Kōa 

Kunrenjo and the Nanpō Tokubetsu Ryūgakusei 

ŌSAWA Kōji
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Summary 
During World War II, the Imperial Japanese Army invaded Southeast Asia and 
occupied the captured regions. The military administration was staffed by army 
officers and civilians from mainland Japan.

Tetsumaro Kanaya (1895–1945) joined the religious staff of the military 
administration during the course of Japan’s occupation of British Malaya (now 
Malaysia). Kanaya was a priest of the Jodo Shinshu Hongwanji-ha (Nishi-
hongwanji). Under the influence of Kōzui Ōtani (1876–1948), the former 22nd 

head priest of the Nishihongwanji and a monk renowned as a pan-Asianism 
proponent, Kanaya became interested in Southeast Asia and Islam.

During the early 1940s, Kanaya conducted extensive research in the Dutch 
East Indies (now Indonesia) and in Taiwan. Subsequently, he was inducted as a 
civilian employee of the Indochina Expeditionary Army Corps of the Imperial 
Japanese Army. During Japan’s occupation of Malaya, he became a top instructor 
at the Shōnan Kōa Kunrenjo (Asia Development Training Institute) and taught 
Japanese to the young Malay students, many of whom would become the future 
leaders of their country.

Kanaya brought many of his students from Malay to Japan. Some pursued 
higher education at mainland Japanese universities such as Nanpō Tokubetsu 
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Ryūgakusei (Special Foreign Students from Southeast Asia). After World War 
II, a number of the graduates from this program became Malaysian leaders.

昭南興亜訓練所と南方特別留学生に関与した仏教者
─浄土真宗本願寺派僧侶の金谷哲麿─

大 澤 広 嗣
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昭南興亜訓練所と南方特別留学生に関与した仏教者

昭
南
興
亜
訓
練
所
と
南
方
特
別
留
学
生
に
関
与
し
た
仏
教
者

─
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
の
金
谷
哲
麿

─

大

澤

広

嗣

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
大
谷
光
瑞
／
第
二
次
世
界
大
戦
／
マ
レ
ー
半
島
／
日
本
軍
政
／
日
本
占
領
下
東
南
ア
ジ
ア

一

は
じ
め
に

（
１
）
本
論
の
目
的

か
つ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
、
日
本
占
領
下
の
イ
ギ
リ
ス
領
マ
ラ
ヤ
（
現
・
マ
レ
ー
シ
ア
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
て
、

現
地
青
少
年
に
日
本
語
教
育
と
将
来
の
官
吏
と
し
て
人
材
育
成
に
関
わ
っ
た
仏
教
者
が
い
た
。
真
宗
本
願
寺
派
（
現
・
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
、
通
称
・
西
本
願
寺
）
僧
侶
の
金か
な

谷や

哲て
つ

麿ま
ろ

（
一
八
九
五
～
一
九
四
五
）
で
あ
る
。

当
時
の
時
代
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
指
導
者
で
あ
る
日
本
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
青
少
年
達
は
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
後
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
が
複
数
い
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
の
対
米
英
へ
の
宣
戦
布
告
後
、
日
本
陸
軍
は
マ
ラ
ヤ
（
日
本
占
領
後
は
マ
ラ

イ
に
改
称
）
へ
侵
攻
し
て
、
一
九
四
二
年
二
月
に
は
マ
レ
ー
半
島
最
南
端
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
。
そ
の
後
、
軍
に
よ
る
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行
政
す
な
わ
ち
軍
政
を
実
施
し
た
が
、
武
官
（
軍
人
）
だ
け
で
は
行
政
組
織
が
機
能
し
な
い
た
め
、
各
省
庁
か
ら
文
官
（
官
吏
）

を
動
員
し
た
が
、
定
員
を
充
足
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
行
政
分
野
に
詳
し
い
民
間
人
を
任
用
し
て
事
務
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
行
政
に
は
宗
教
者
や
宗
教
研
究
者
が
動
員
さ
れ
た
が
、
金
谷
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
金
谷
は
、
開
戦
前
に
は
東
南
ア
ジ
ア

の
視
察
経
験
が
あ
り
、
現
地
で
の
信
徒
数
が
多
い
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
心
を
示
し
た
人
物
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
マ
ラ
ヤ
に
派
遣
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

本
論
を
記
す
目
的
と
し
て
、
第
一
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
金
谷
の
人
名
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
情
報
の
更
新
を

目
的
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
履
歴
を
詳
細
に
検
証
す
る
が
、
空
白
部
分
も
多
々
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
判
明
し
た
事
項
を
整
理
す

る
。第

二
に
、
日
本
軍
の
現
地
占
領
後
の
軍
政
実
施
に
際
し
て
、
動
員
さ
れ
た
仏
教
者
の
実
態
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

先
に
筆
者
は
、
戦
時
下
の
南
方
に
派
遣
さ
れ
た
僧
侶
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た（

（
（

。
金
谷
が
関
与
し
た
昭
南
興
亜
訓
練
所
の
教
育
及

び
南
方
特
別
留
学
生
の
日
本
本
土
へ
の
引
率
に
つ
い
て
は
、
検
証
が
及
ば
な
か
っ
た
。
金
谷
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の

僧
侶
動
員
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

（
２
）
更
新
す
る
事
項

近
代
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
布
教
史
に
関
す
る
先
行
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
小
島
勝
・
木
場
明
志
編
『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』

（
法
藏
館
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
り
、「
第
Ⅱ
部
第
一
章

本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育
」
に
お
い
て
次
の
記
述
が
あ
る
。
本

論
の
対
象
と
な
る
人
物
の
周
辺
状
況
が
分
か
る
記
述
な
の
で
、
長
文
に
な
る
が
引
用
す
る
。

マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
「
占
領
下
」
の
開
教
使
の
日
本
語
教
育
の
事
例
と
し
て
、
次
に
マ
レ
ー
半
島
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る

日
本
語
教
育
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
現
在
、
新
潟
県
長
岡
市
・〔
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
以
下
、
亀
甲
括
弧
は
引
用
者
の
注
記
〕
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徳
宗
寺
住
職
で
、
陸
軍
司
政
官
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
マ
ラ
ッ
カ
に
赴
任
し
た
井
上
憲
司
師
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
八

年
、「
マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
」
を
開
設
し
、
マ
レ
ー
人
に
徹
底
し
た
日
本
語
教
育
、
皇
国
民
教
育
を
実
施
し
た
と
い
う
。
井

上
師
は
正
式
の
西
本
願
寺
本
山
よ
り
の
辞
令
は
も
ら
わ
な
か
っ
た
が
、
西
本
願
寺
経
由
で
陸
軍
省
か
ら
の
書
面
審
査
を
通
過

し
、
大
谷
光
照
門
主
に
も
謁
見
の
機
会
を
得
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
の
宗
教
事
情
の
蒐
集
の
役
割
を
帯
び
て
渡
南
の
途
に

つ
い
た
。
昭
和
十
七
年
六
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
軍
の
手
に
落
ち
た
昭
南
島
の
軍
政
幹
部
〔
正
し
く
は
軍
政
監

部
〕
の
所
属
で
あ
っ
た
。
同
じ
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
元
・
駒
沢
大
学
教
授
・
渡
辺
楳
雄
師
と
真
言
宗
の

僧
侶
で
あ
っ
た
。
／
と
こ
ろ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
い
て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
仕
事
が
な
く
身
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
同
じ
、
九
州
の
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
金
安
師
と
「
ひ
と
つ
現
地
人
教
育
を
始
め
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
、
マ

ラ
ッ
カ
市
に
『
マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
』
を
設
立
し
た
」（
井
上
憲
司
師
談
話
）
と
い
う
。
金
安
師
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
っ

て
い
た
と
い
う（

（
（

。

そ
の
後
、
右
記
の
内
容
は
再
編
集
さ
れ
て
、『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
お

け
る
「
第
一
部
第
六
章

東
南
ア
ジ
ア
・
南
太
平
洋
諸
島
に
お
け
る
開
教
」
に
再
録
さ
れ
た
が
、「
九
州
の
本
願
寺
派
の
金
安
と

い
う
僧
侶
」（

（
（

の
記
述
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

実
は
、
二
か
所
の
引
用
文
中
に
あ
る
「
金
安
」
と
は
、
本
論
で
述
べ
る
金
谷
哲
麿
の
こ
と
で
あ
る
。
文
中
の
情
報
は
、
井
上
憲

司
（
一
九
〇
九
～
一
九
八
七
）
か
ら
の
記
憶
に
基
づ
い
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
が
、
調
査
時
に
井
上
は
既
に
高
齢
で
記
憶
も
薄

れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
叙
述
は
止
む
を
得
な
い
。

今
な
お
『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
及
び
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』
は
、
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
布
教
史
に
関
す

る
基
本
文
献
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
井
上
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
執
筆
を
行
っ
た
の
は
、
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
（
現
・
名

誉
教
授
）
の
小
島
勝
氏
で
あ
る
。
日
本
各
地
の
関
係
者
か
ら
貴
重
な
証
言
を
得
て
記
録
に
残
し
た
。
聞
き
取
り
対
象
は
す
で
に
物
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故
者
で
あ
り
、
今
と
な
っ
て
は
当
事
者
の
証
言
と
し
て
、
事
実
関
係
を
公
文
書
等
の
一
次
資
料
か
ら
裏
付
け
を
取
れ
ば
、
両
書
は

大
い
に
参
考
と
な
る
。
後
学
者
と
し
て
小
島
氏
に
謝
意
を
表
し
、
記
述
内
容
の
更
新
を
図
り
た
い
。

（
３
）
『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』
の
掲
載
内
容

『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
及
び
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』
の
刊
行
後
、
金
谷
哲
麿
に
関
す
る
略
歴
を
紹
介
し

た
文
献
が
発
行
さ
れ
た
。『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』（
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
一
年
）
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

金
谷
哲
麿
／
明
治
二
八
年
一
月
八
日
、
大
分
県
西
国
東
郡
高
田
町
〔
現
・
豊
後
高
田
市
〕
に
生
ま
れ
る
。
生
家
は
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
妙
寿
寺
。
大
分
県
立
宇
佐
中
学
校
〔
現
・
県
立
宇
佐
高
等
学
校
〕
卒
業
。
大
正
二
年
仏
教
大
学
〔
現
・
龍
谷

大
学
〕
予
科
入
学
。
大
正
四
年
本
科
入
学
、
大
正
七
年
卒
業
。
卒
業
後
は
、
日
本
大
学
な
ど
で
講
師
を
務
め
る
と
と
も
に
、

満
州
〔
現
・
中
国
東
北
部
〕、
仏
印
〔
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
現
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
〕、
蘭
印
〔
オ
ラ
ン
ダ
領
東
印
度
、

現
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
〕
な
ど
を
視
察
し
た
。
／
昭
和
一
六
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
興
亜
訓
練
所
主
事
（
マ
ラ
イ
軍
政
監
部

付
）
と
な
っ
た
。
昭
和
一
八
年
陸
軍
司
政
官
に
任
官
。
昭
和
二
〇
年
七
月
二
二
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
戦
病
死
。
五
〇
歳（

（
（

。

『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』
の
刊
行
は
、
時
代
と
社
会
の
状
況
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
体
験
者
が

減
少
す
る
な
か
、
戦
後
五
〇
年
を
迎
え
た
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）
年
頃
か
ら
、
全
国
の
国
公
私
立
の
各
大
学
で
、
学
徒
出
陣
で

戦
地
に
赴
い
た
学
生
の
名
簿
整
備
、
大
学
と
戦
争
と
の
関
わ
り
、
大
学
出
身
の
戦
死
者
を
慰
霊
す
る
機
運
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
龍
谷
大
学
で
も
、
こ
の
動
き
を
受
け
て
、
遺
族
を
調
査
し
て
名
簿
の
整
備
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
次
項
以
降
か
ら
、

金
谷
の
足
跡
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
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二

仏
教
大
学
の
卒
業
と
本
願
寺
派
の
人
脈

（
１
）
仏
教
大
学
の
卒
業
ま
で

金
谷
哲
麿
が
生
ま
れ
た
の
は
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
妙
寿
寺
で
あ
る
。
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
の
創

建
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
由
緒
は
、「
新
田
義
貞
の
一
族
で
あ
る
金
谷
修
理
大
夫
経
氏
の
末
裔
の
金
谷
休
喜
は
蓮
如
に
従
っ
て
出
家

得
度
し
当
時
の
開
基
と
な
っ
た
。
そ
の
子
道
明
は
顕
如
に
奉
事
し
の
ち
慶
長
九
年
〔
一
六
〇
四
〕
准
如
〔
本
願
寺
第
一
二
世
法

主
〕
よ
り
現
寺
号
〔
妙
寿
寺
〕
を
賜
わ
っ
た
」（

（
（

と
い
う
。

本
堂
は
、
帝
室
技
芸
員
の
佐
々
木
岩
次
郎
（
一
八
五
三
～
一
九
三
六
）
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
頃
に
設
計
し
た
も
の
で

あ
る
。
木
造
平
屋
建
て
の
入
母
屋
造
り
で
本
瓦
葺
き
の
壮
麗
な
建
物
は
、
大
分
県
で
の
近
代
寺
院
建
築
の
好
例
と
し
て
、
経
蔵
・

鐘
楼
・
中
門
・
山
門
と
と
も
に
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
金
谷
は
、
後
に
第
一
七
世
住
職
を
務
め
て
い
る
。

大
分
県
立
宇
佐
中
学
校
を
経
て
、
京
都
の
仏
教
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
予
科
へ
入
学
し
て
、

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
か
ら
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
ま
で
本
科
に
学
ん
だ
。
こ
の
頃
の
世
相
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年

七
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
、
一
九
一
五
年
に
は
「
対
華
二
一
箇
条
要
求
」
を
出
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
の

本
科
卒
業
生
は
、
次
の
四
二
名
で
あ
る
。

麻
布
賢
秀
、
伊
藤
勝
秀
、
上
野
覚
雄
、
大
原
義
躬
、
小
笠
原
秀
昱
、
岡
田
（
須
賀
）
教
准
、
岡
村
敬
譲
、
小
倉
康
性
、
小
野

田
義
敞
、
勝
山
謙
譲
、
金
谷
哲
麿
、
菊
池
晃
玄
、
斉
藤
俊
諦
、
真
田
広
隆
、
多
賀
義
仁
、
高
橋
峻
嶺
、
武
田
浄
寛
、
竜
川
成

準
、
出
目
常
宣
、
寺
本
慧
達
、
鳥
井
真
証
、
長
尾
芳
登
、
中
野
春
隆
、
中
原
晃
観
、
中
山
雷
濤
、
西
住
憲
正
、
秦
高
道
、
秦

正
譲
、
林
労
謙
、
原
田
義
海
、
藤
本
竜
暁
、
古
井
博
仁
、
堀
川
宣
道
、
松
尾
実
成
、
松
山
良
純
、
宮
川
（
田
阪
）
晃
徳
、
守

重
哲
也
、
柳
川
（
藤
本
）
慧
達
、
柳
谷
（
厳
寺
）
澄
竜
、
山
達
北
陸
、
横
井
信
空
、
渡
辺
義
乗（

（
（
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当
時
の
仏
教
大
学
は
、「
専
門
学
校
令
」（
明
治
三
六
年
勅
令
第
六
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一

一
）
年
一
一
月
五
日
に
は
、「
大
学
令
」（
大
正
七
年
勅
令
第
三
八
八
号
）
に
基
づ
く
大
学
に
昇
格
し
て
、
龍
谷
大
学
と
な
る
。

（
２
）
東
京
時
代
と
小
松
雄
道
、
そ
し
て
大
谷
光
瑞

金
谷
は
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
、
そ
の
後
に
東
京
へ
居
を
移
し
て
活
動
の
場
所
を
求
め
た
。『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
』
に

よ
れ
ば
、
日
本
大
学
講
師
を
務
め
た
と
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
度
の
日
本
大
学
法
文
学
部
宗
教
学
科
に

お
け
る
開
講
科
目
を
見
る
と
「
回
々
教
（
小
松
）
／
回
々
教
（
金
谷
）」（

（
（

と
あ
り
、
一
九
四
〇
年
に
同
大
学
講
師
の
肩
書
で
講
演

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（
（

。
東
京
時
代
の
金
谷
を
知
る
う
え
で
、「
小
松
」
と
「
回
々
教
」（
フ
イ
フ
イ
き
ょ
う
。
当
時

の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
呼
称
）
は
、
重
要
な
鍵
と
な
る
概
念
で
あ
る
。

ま
ず
「
小
松
」
な
る
人
物
は
、
小こ

松ま
つ

雄ゆ
う

道ど
う

（
一
八
九
三
～
一
九
七
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
小
松
は
、
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
、

日
本
大
学
の
法
文
学
部
宗
教
学
科
と
専
門
部
宗
教
科
で
教
鞭
を
と
り
、
学
監
を
務
め
て
い
た（

（
（

。
当
時
、
同
大
学
で
は
両
科
を
合
わ

せ
て
「
日
本
大
学
宗
教
科
」
と
通
称
し
て
い
た
。

小
松
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
か
ら
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
学
生
時
代
に
は
同
志

社
の
英
語
演
説
会
に
参
加
す
る
な
ど
英
語
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
母
方
の
伯
父
で
あ
る
工
藤
慧
達
（
一
八
七
八
～
一
九
三

二
）
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
仏
教
会
で
開
教
使
（
一
九
〇
七
～
一
九
二
二
年
在
任
。
帰
国
後
は
武
蔵
野
女
子

学
院
学
監
）
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら（

（1
（

、
海
外
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
。

さ
て
金
谷
は
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
一
年
間
通
っ
た
が
、
英
語
学
習
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
ポ
キ
プ
シ
ー
に
あ
る
聖
公
会
系
の
セ
ン
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
（
現
・
バ
ー
ド
大
学
）
に
移
っ
た
後
に
、
ワ
シ

ン
ト
ン
州
の
タ
コ
マ
に
あ
る
本
願
寺
派
の
タ
コ
マ
仏
教
会
で
活
動
し
た
。
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小
松
は
、
ア
メ
リ
カ
で
金
谷
と
出
会
っ
て
い
た
。
小
松
は
、「〔
メ
ソ
ジ
ス
ト
〕
教
会
の
下
宿
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
人
で
…
…

金
谷
哲
麿
氏
が
い
た
。
彼
は
す
で
に
三
年
前
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
て
お
り
、
私
と
知
り
合
う
一
年
前
、
本
願
寺
の
大
谷

尊
由
師
〔
一
八
八
六
～
一
九
三
九
、
第
二
二
世
法
主
光
瑞
の
弟
〕
が
渡
米
し
た
際
に
、
バ
ッ
サ
ー
女
子
大
学
の
見
学
を
案
内
し
た

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。（
大
谷
師
は
帰
国
後
、
高
楠
順
次
郎
博
士
に
命
じ
武
蔵
野
女
子
学
園
〔
現
・
武
蔵
野
大
学
〕
を
創
立
さ
れ

た
）」（

（1
（

と
述
べ
て
い
る
。
金
谷
と
小
松
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
頭
で
仏
教
演
説
を
行
う
な
ど
、
互
い
に
信
仰
と
親
交
を
深
め
た
。

帰
国
後
に
金
谷
は
、
小
松
と
共
に
行
動
す
る
機
会
が
増
え
た
。
両
者
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
に
、「
満
蒙
事
情
調
査

ノ
上
広
ク
米
国
々
民
ニ
其
真
相
ヲ
普
及
セ
ン
カ
為
視
察
旅
行
」（

（1
（

を
行
っ
た
。
こ
の
時
、
陸
軍
省
の
便
宜
に
よ
り
客
船
に
は
運
賃
を

伴
わ
な
い
便
乗
扱
い
で
大
陸
に
向
か
っ
た
。
大
阪
商
船
（
現
・
商
船
三
井
）
の
大
連
航
路
を
用
い
た
が
、
陸
軍
省
の
文
書
に
よ
れ

ば
、
同
年
三
月
一
五
日
に
神
戸
発
の
「
は
る
び
ん
丸
」
に
乗
り
、
日
本
が
統
治
し
た
関
東
州
（
中
国
の
遼
東
半
島
先
端
部
）
の
大

連
へ
向
か
い
、
三
月
二
九
日
に
は
大
連
発
の
「
ば
い
か
る
丸
」
に
戻
り
門
司
で
下
船
し
た（

（1
（

。

一
九
三
二
年
と
い
え
ば
、
三
月
一
日
に
、
清
朝
最
後
の
皇
帝
（
第
一
二
代
宣
統
帝
）
で
あ
っ
た
溥
儀
（
一
九
〇
六
～
一
九
六

七
）
を
執
政
（
後
・
皇
帝
）
と
す
る
「
満
洲
国
」
の
建
国
が
宣
言
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
小
松
と
金
谷
は
、
建
国
直
後

の
渡
航
で
あ
っ
た
。
軍
の
文
書
に
よ
れ
ば
小
松
は
「
大
学
連
盟
委
員

日
本
大
学
教
授
」、
金
谷
は
「
大
学
連
盟
委
員
」
の
肩
書

で
便
乗
し
た
。「
大
学
連
盟
」
と
は
、
一
九
三
一
年
に
発
足
し
た
「
全
国
大
学
教
授
連
盟
」
の
こ
と
で
、
小
松
は
組
織
の
中
心
人

物
で
あ
り
、
陸
軍
の
支
援
を
得
て
大
学
関
係
者
と
し
て
満
洲
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
小
松
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
経
験
が

あ
っ
た
が
、
軍
と
し
て
も
知
識
人
た
る
大
学
教
授
ら
を
介
し
て
、
海
外
に
満
洲
国
建
国
の
意
義
を
伝
え
る
方
法
と
し
て
有
用
と
考

え
た
。
そ
の
任
務
と
対
応
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

満
洲
事
変
〔
一
九
三
一
年
〕
直
後
同
連
盟
か
ら
満
洲
視
察
員
を
派
遣
し
て
同
地
を
視
察
せ
し
め
た
結
果
を
全
米
各
大
学
総

長
宛
長
文
の
調
査
書
を
英
訳
し
て
送
附
し
た
が
今
回
更
に
第
二
回
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
全
米
各
大
学
総
長
に
送
る
こ
と
に
な
つ



─ 10 ── 10 ─

た
、
そ
の
内
容
は
「
日
満
関
係
の
歴
史
的
考
察
」「
満
洲
に
対
す
る
日
本
の
寄
与
」「
支
那
人
の
性
格
」「
日
本
の
権
益
に
対

す
る
侵
害
」
等
で
逐
次
英
訳
し
て
送
る
と（

（1
（

小
松
は
、
一
九
三
三
年
八
月
に
も
、「
全
国
大
学
教
授
連
盟

第
二
回
満
洲
国
事
情
調
査
研
究
委
員
」
と
し
て
現
地
に
向
か
っ

た
が
、
こ
の
時
に
金
谷
は
同
行
し
て
い
な
い（

（1
（

。

な
お
、
金
谷
哲
麿
と
同
じ
く
、
大
分
の
高
田
出
身
の
人
物
に
、
陸
軍
大
将
の
金
谷
範
三
（
一
八
七
三
～
一
九
三
三
）
が
い
た
。

哲
麿
と
範
三
は
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を
し
て
い
た
が
、
同
姓
で
は
あ
る
が
親
族
関
係
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
範
三

は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
二
月
か
ら
陸
軍
参
謀
本
部
の
長
で
あ
る
参
謀
総
長
を
務
め
る
も
、
在
任
中
の
一
九
三
一
年
九
月
に

関
東
軍
が
独
断
で
起
こ
し
た
満
洲
事
変
が
起
き
る
の
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
軍
事
参
議
官
と
な
り
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
六

月
に
死
去
す
る
。
一
九
三
二
年
の
「
全
国
大
学
教
授
連
盟
」
の
満
蒙
事
情
調
査
で
は
、
陸
軍
か
ら
便
宜
が
与
え
ら
れ
た
が
、
範
三

が
関
与
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

ま
た
金
谷
は
、
既
に
西
本
願
寺
の
法
主
を
引
退
し
た
大
谷
光
瑞
の
著
作
『
世
間
非
世
間
』
の
編
集
を
手
掛
け
て
い
る（

（1
（

。「
世
間
」

は
社
会
、「
非
世
間
」
は
仏
教
の
教
え
を
指
す
。
光
瑞
の
口
述
を
金
谷
が
筆
録
し
て
、『
読
売
新
聞
』
に
連
載
し
た
記
事
を
、
改
め

て
単
行
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
金
谷
は
知
遇
を
得
て
、
親
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
光
瑞
の
執
筆
活
動
に
助
力
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

金
谷
と
光
瑞
と
の
最
初
の
接
点
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
周
知
の
よ
う
に
、
光
瑞
は
広
く
ア
ジ
ア
を
視
野
に
活
動
し
た
仏
教
者
で
あ
る（

（1
（

。

光
瑞
に
師
事
す
る
な
か
で
、
金
谷
は
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
始
め
た
。
そ
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
オ
ラ
ン
ダ
領
東
印
度
の
渡
航
と
イ
ス
ラ
ー
ム

前
述
の
よ
う
に
、
金
谷
は
、
日
本
大
学
で
「
回
々
教
」
を
講
義
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
主
流
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
印
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度
を
訪
問
し
て
い
た
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
記
述
が
あ
る
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
（
現
・
公

益
社
団
法
人
日
本
茶
業
中
央
会
）
の
雑
誌
『
茶
』
に
、
金
谷
は
論
考
を
寄
せ
て
い
た
が
、
同
誌
の
編
集
部
が
記
し
た
筆
者
の
紹
介

文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

筆
者
の
金
谷
哲
麿
氏
は
、
実
は
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
で
あ
る
が
、
回
教
研
究
家
と
し
て
の
方
が
よ
り
有
名
で
あ
る
。
這
回

そ
の
研
究
の
結
実
を
得
ん
が
為
と
、
各
方
面
か
ら
の
委
嘱
を
請
け
、
印
度
迄
を
志
し
た
の
で
あ
る
が
、
種
々
な
る
事
情
は
遂

に
印
度
入
り
を
許
さ
れ
ず
、
蘭
印
を
終
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
が
然
し
そ
こ
で
図
ら
ず
も
、
本
文
の
如
き
興
味

あ
る
茶
の
使
者
の
役
を
果
た
し
て
帰
朝
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

つ
ま
り
仏
教
が
興
隆
し
た
イ
ン
ド
へ
の
渡
航
を
目
指
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
る
同
地
に
入
域
す
る
許
可
が
下
り
ず
、
オ
ラ

ン
ダ
領
の
東
イ
ン
ド
に
て
視
察
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
引
用
文
に
は
「
回
教
研
究
家
」
と
あ
る
が
、
金
谷
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に

関
す
る
専
門
的
な
論
文
は
確
認
で
き
な
い
が
、
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
雑
誌
『
茶
』
へ
の
寄
稿
文
は
、
興
味
深
い
の
で
内
容
の
骨
子
を
紹
介
す
る
。
東
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
島
で
は
、
蘭
印
政
庁

の
オ
ラ
ン
ダ
人
理
事
官
と
苦
心
の
交
渉
の
末
、
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
国
王
弟
で
摂
政
の
ス
リ
ヨ
・
ア
ミ
ジ
ヨ
ヨ
と
謁
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。
ソ
ロ
王
城
に
入
り
、
茶
葉
組
合
中
央
会
か
ら
託
さ
れ
た
茶
器
一
式
と
銘
茶
一
缶
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
写
真
集

を
摂
政
に
献
上
し
て
、
金
谷
は
茶
を
た
て
て
、
日
本
と
ジ
ャ
ワ
の
関
係
を
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
じ
も
の
を
国
王
に
も
献

上
し
た
。
摂
政
は
、
日
本
事
情
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
知
識
が
深
い
こ
と
を
、
金
谷
は
驚
嘆
し
て
い
る
。
こ
の
会
見
の
数
年
前
に
、

摂
政
は
日
本
へ
の
見
学
の
た
め
渡
航
を
準
備
し
た
が
、
蘭
印
政
庁
の
妨
害
が
あ
り
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
オ
ラ
ン
ダ
側
は
、

ジ
ャ
ワ
の
植
民
地
統
治
の
た
め
、
現
地
民
か
ら
信
望
の
あ
る
摂
政
が
、
日
露
戦
争
で
勝
利
し
た
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
恐
れ
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
の
ジ
ャ
ワ
視
察
の
模
様
は
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
講
演
し
た（

（2
（

。
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三

台
湾
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
へ

（
１
）
台
湾
南
方
協
会
の
嘱
託

金
谷
哲
麿
は
、
そ
の
後
に
台
湾
へ
拠
点
を
移
し
た
。
そ
れ
を
知
る
手
掛
か
り
が
、
宇
津
木
二
秀
（
一
八
九
三
～
一
九
五
一
）
の

遺
品
に
残
さ
れ
て
い
た
。
宇
津
木
と
は
、
金
谷
と
同
じ
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
龍
谷
大
学
教

授
の
身
分
で
、
興
亜
仏
教
協
会
（
後
に
大
日
本
仏
教
会
へ
再
編
）
の
使
節
と
し
て
、
台
湾
を
経
由
し
て
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ

を
視
察
し
た
人
物
で
あ
る（

（2
（

。
金
谷
が
学
ん
だ
仏
教
大
学
に
お
い
て
、
宇
津
木
は
一
学
年
上
の
人
物
で
も
あ
る
。

宇
津
木
の
遺
品
に
は
、
視
察
時
に
面
会
し
た
人
物
の
名
刺
が
残
っ
て
い
る
が
、
金
谷
の
名
刺
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
台
湾
南
方
協

会
嘱
託
／
金
谷
哲
麿
」、「
印
度
支
那
派
遣
軍
司
令
部
／
嘱
託

金
谷
哲
麿
」（

（2
（

の
二
種
類
で
あ
る
。

台
湾
南
方
協
会
と
は
、
台
北
を
拠
点
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
の
調
査
活
動
や
文
化
事
業
を
行
っ
た
組
織
で
、
植
民
地
台
湾
を
統
治

し
た
台
湾
総
督
府
と
関
係
が
強
か
っ
た
。
金
谷
の
所
属
部
署
は
確
認
で
き
な
い
が
、
一
九
四
一
年
時
点
に
お
け
る
同
会
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

台
湾
南
方
協
会

所
在
地

台
北
市
表
町
一
ノ
二

主
要
役
職
員

（
会
長
）
斎
藤
樹
、（
常
務
理
事
）
菊
池
門
也
、（
調
査
部
長
）
西
沢
基
一
、（
東
京
支
部
長
）
菅
原
裕

組
織

財
団
法
人

設
立

昭
和
十
四
年
十
一
月

目
的	

地
理
的
ニ
南
方
各
地
ト
緊
密
ナ
ル
地
位
ニ
ア
ル
ト
共
ニ
、
産
業
、
経
済
、
国
防
上
我
ガ
帝
国
々
運
南
進
ノ

拠
点
ヲ
ナ
ス
台
湾
ノ
重
大
使
命
達
成
ニ
協
力
シ
以
テ
国
策
遂
行
ニ
寄
与
ス
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事
業

一
、
南
方
ニ
関
ス
ル
各
種
ノ
調
査
研
究

二
、
南
方
発
展
ニ
適
ス
ル
人
材
ノ
養
成
並
ニ
指
導
、
斡
旋

三
、
南
方
ニ
関
ス
ル
資
料
ノ
蒐
集

四
、
南
方
ニ
関
ス
ル
企
業
ノ
指
導
及
ビ
紹
介

五
、
南
方
ニ
対
ス
ル
文
化
事
業

調
査
研
究
機
構	
調
査
部
ヲ
設
ケ
ア
リ
、
調
査
部
ハ
西
沢
基
一
ヲ
部
長
ト
シ
テ
、
部
員
三
十
余
名
ヲ
以
テ
構
成
シ
、
必
要
ナ

ル
調
査
研
究
ヲ
ナ
ス
、
ソ
ノ
他
ニ
蘭
印
事
情
調
査
会
及
ビ
南
方
事
情
調
査
委
員
会
ニ
総
合
セ
ラ
レ
ル
三
十

数
個
ノ
小
委
員
会
ヲ
設
置
、
委
員
ニ
台
北
帝
国
大
学
及
ビ
台
北
高
等
商
業
学
校
ノ
職
員
ヲ
初
メ
官
民
ノ
権

威
者
ヲ
委
嘱
シ
テ
特
定
事
項
ニ
関
ス
ル
調
査
ヲ
行
ハ
シ
ム

刊
行
物

南
支
南
洋
（
月
刊
）

備
考

本
会
ハ
東
京
支
部
ヲ
左
記
ニ
置
ク
／
京
橋
区
銀
座
三
ノ
三
、
第
一
土
地
館
内（

（2
（

な
お
、
台
湾
南
方
協
会
の
調
査
部
門
は
、
一
九
四
一
年
一
一
月
に
財
団
法
人
南
方
資
料
館
と
し
て
分
離
さ
れ
た
。

（
２
）
印
度
支
那
派
遣
軍
の
嘱
託

金
谷
は
、
そ
の
後
に
日
本
陸
軍
の
部
隊
の
一
つ
で
あ
る
「
印
度
支
那
派
遣
軍
」
司
令
部
に
徴
用
さ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド

シ
ナ
に
駐
在
し
た
の
で
あ
る
。
同
軍
は
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
九
月
の
北
部
仏
印
進
駐
を
機
に
編
成
さ
れ
た
部
隊
で
、
一
九

四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
二
月
に
は
第
三
八
軍
に
改
称
し
た
。

金
谷
が
、
印
度
支
那
派
遣
軍
の
司
令
部
附
の
嘱
託
と
な
っ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
遅
く
と
も
一
九
四
一
年
秋
に
は

着
任
し
て
い
た
。
調
査
の
た
め
イ
ン
ド
シ
ナ
を
訪
れ
た
大
正
大
学
講
師
で
天
台
宗
僧
侶
の
上
村
真
肇
（
一
九
〇
七
～
一
九
六
四
）
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は
、
一
九
四
一
年
九
月
一
六
日
の
出
来
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

夕
刻
、
…
…
サ
イ
ゴ
ン
〔
現
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
〕
一
流
の
ホ
テ
ル
、
マ
ヂ
エ
ス
チ
ツ
ク
〔
同
地
に
現
存
〕
の
○ママ○
部
隊
に
軍

嘱
託
金
谷
哲
麿
氏
を
訪
問
し
た
。
同
氏
は
真
宗
西
本
願
寺
の
僧
侶
で
、
宇
津
木
氏
と
同
窓
の
由
。
先
般
渡
泰
の
久
野
〔
芳
隆
、

大
正
大
学
教
授
〕
氏
や
、
浅
草
寺
の
事
等
も
よ
く
知
つ
て
居
ら
れ
、
大
変
懐
か
し
く
感
じ
た
が
、
丁
度
、
軍
の
用
務
の
為
め

他
出
せ
ん
と
す
る
所
で
あ
つ
た
の
で
、
僅
か
の
間
で
は
あ
つ
た
が
、
談
話
。
後
日
を
約
し
て
辞
し
た（

（2
（

。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
の
開
戦
を
経
て
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二
月
に
金
谷
は
一
時
帰
国
を
し
た
。
二
月

一
四
日
に
西
本
願
寺
を
訪
問
し
て
、
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
マ
ラ
イ
か
ら
蘭
印
、
ビ
ル
マ
に
関
す
る
宗
教
事
情
を
述
べ
た
上
で
、

日
本
の
取
る
べ
き
態
度
を
示
し
て
い
る
。

よ
く
日
本
内
地
の
仏
教
家
の
人
か
ら
シ
ヤ
ム
や
ビ
ル
マ
は
九
割
五
分
以
上
が
仏
教
徒
だ
と
き
き
ま
す
。
そ
の
通
り
で
ウ
ソ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
面
の
仏
教
は
セ
イ
ロ
ン
系
の
所
謂
南
方
仏
教
で
あ
る
。
そ
の
精
神
は
別
と
し
て
も
釈
尊
出
世
の
当

時
そ
の
ま
ま
の
姿
を
現
在
で
も
行
儀
的
に
厳
守
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
が
そ
れ
を
日
本
内
地
の
仏
教
徒
の
人
々
が
容
易
に
考

へ
て
日
本
大
乗
仏
教
を
ス
グ
そ
の
ま
ま
も
つ
て
行
き
何
を
す
る
か
れ
を
す
る
と
い
ふ
が
そ
れ
は
非
常
に
危
険
な
話
で
す
。
第

一
彼
れ
等
は
日
本
の
や
う
な
大
乗
仏
教
を
堕
落
せ
る
仏
教
だ
と
考
へ
釈
尊
を
毒
す
る
も
の
だ
と
見
て
居
る
の
で
す
。
よ
つ
て

そ
れ
を
ウ
カ
ツ
に
軽
々
に
妻
を
も
つ
日
本
僧
、
子
が
あ
る
大
乗
仏
教
僧
が
彼
れ
等
と
ス
グ
握
手
し
よ
う
と
す
る
と
そ
こ
に
お

の
づ
か
ら
意
味
の
通
ぜ
ぬ
も
の
が
あ
る
か
ら
そ
の
点
な
ど
よ
く
よ
く
や
つ
て
行
か
ぬ
と
面
白
か
ら
ぬ
も
の
が
生
ぜ
ん
と
も
か

ぎ
ら
ぬ
。
即
ち
彼
此
よ
く
了
解
し
て
全
て
の
話
を
す
す
む
べ
き
で
あ
る（

（2
（

。

金
谷
は
、
か
つ
て
ジ
ャ
ワ
島
を
視
察
し
て
、
軍
の
用
務
で
イ
ン
ド
シ
ナ
に
滞
在
し
た
経
験
か
ら
、
日
本
仏
教
の
形
式
を
南
方
に

そ
の
ま
ま
で
移
植
す
る
こ
と
を
慎
む
よ
う
に
強
く
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
趣
旨
の
発
言
は
、
真
宗
本
願
寺
派
の
機
関
紙
『
本

願
寺
新
報
』
に
も
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
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四

マ
ラ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
活
動

（
１
）
第
二
五
軍
軍
政
部

金
谷
は
、
次
い
で
印
度
支
那
派
遣
軍
か
ら
南
方
軍
隷
下
の
第
二
五
軍
に
移
り
、
部
隊
の
移
動
と
共
に
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
マ
ラ
イ

に
渡
っ
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
陥
落
後
、
第
二
五
軍
は
、
行
政
機
構
と
し
て
第
二
五
軍
軍
政

部
を
設
置
し
た
。
初
期
に
お
け
る
陣
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
五
軍
軍
政
部
員
（
高
等
文
官
）
一
覧
表
（
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
三
〇
日
調
）（
抄
）

総
務
部	

〈
行
政
〉
古
山
丈
夫
、
小
野
裕
、〈
宗
教
〉
山
内
秀
三
、（
金
谷
哲
麿
）、〈
司
法
〉
野
木
新
一
、〈
国
際
法
〉
豊
田
薫
、

〈
防
疫
〉（
軽
部
浩
）、（
安
藤
公
三
）、〈
民
族
〉
赤
岡
孝
雄
、〈
労
務
〉
星
野
五
郎
、〈
調
査
〉（
千
倉
武
夫
）、
鶴
見
憲

産
業
部	

〈
部
長
〉
鈴
木
重
郎
、〈
鉱
業
〉
関
口
一
元
、
沢
井
隆
義
、〈
鉱
業
（
油
）〉
吉
田
良
雄
、〈
農
業
〉
弘
長
務
、
小
野

田
快
雄

財
務
部	

〈
部
長
〉
原
久
一
郎
、〈
財
務
〉（
柳
田
桃
太
郎
）、〈
管
財
〉（
守
屋
猛
夫
）、〈
金
融
〉
中
平
栄
利
、〈
通
貨
〉
武
藤

周
太
郎
、
小
幡
次
郎
、〈
税
関
〉
木
谷
忠
義
、
大
塚
力
司
、〈
専
売
〉
中
村
一
郎

交
通
部	

〈
部
長
〉
壷
田
修
、〈
鉄
道
〉
高
畑
襄
、
笠
谷
孝
、〈
船
舶
〉
壷
井
玄
剛
、〈
港
湾
〉
天
野
良
吉
、〈
通
信
〉
鈴
江
静

雄
、
杉
山
栄
蔵
、〈
土
木
〉
天
埜
良
吉（

（2
（

参
照
し
た
名
簿
に
よ
れ
ば
、「（

）
内
ハ
、
充
当
予
定
者
ニ
シ
テ
未
発
令
ノ
者
ヲ
示
ス
」
と
あ
り
、
軍
政
実
施
初
期
の
金
谷
は
、

総
務
部
で
の
宗
教
行
政
担
当
の
候
補
者
で
あ
っ
た
が
、
未
着
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
た
だ
し
、
金
谷
が
実
際
に
着
任
し
た
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か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
第
二
五
軍
軍
政
部
は
、
後
に
第
二
五
軍
軍
政
監
部
（
通
称
・
昭
南
軍
政
監
部
）
に
改
組
さ
れ
る
。

（
２
）
昭
南
興
亜
訓
練
所
の
主
事

本
論
の
冒
頭
で
、「
マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
」
に
つ
い
て
井
上
憲
司
の
証
言
を
引
用
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
第
二
五
軍
軍
政
監
部

が
運
営
し
た
昭
南
興
亜
訓
練
所
で
あ
る
。
後
に
馬
来
興
亜
訓
練
所
も
設
立
さ
れ
た（

（2
（

。

し
か
し
引
用
し
た
二
書
の
文
献
で
は
、
同
訓
練
所
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
記
載
し
て
お
ら
ず
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、「
ひ

と
つ
現
地
人
教
育
を
始
め
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
、
マ
ラ
ッ
カ
市
に
『
マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
』
を
設
立
し
た
」（

（2
（

と
の
井
上
の
発
言

を
紹
介
し
て
お
り
、
井
上
及
び
金
谷
ら
が
個
人
的
な
動
機
で
始
め
た
事
業
か
の
よ
う
に
、
読
み
手
が
誤
読
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
。

特
に
、
宗
派
の
公
式
な
通
史
た
る
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』
に
は
、「
マ
レ
ー
興
亜
訓
練
所
で
の
日
本
語
教
育
」

の
小
見
出
し
に
て
再
掲
載
さ
れ
た
が
、
同
書
に
お
い
て
「
け
れ
ど
も
訓
練
生
は
浄
土
真
宗
の
教
義
を
学
ぶ
こ
と
な
く
、「
天
皇
」

や
「
忠
孝
」
の
意
味
理
解
に
も
及
ば
な
か
っ
た
」（

（3
（

と
い
う
井
上
の
証
言
に
基
づ
い
た
記
述
は
、
あ
た
か
も
本
願
寺
が
主
体
で
あ
る

か
の
ご
と
く
、
読
者
の
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
あ
く
ま
で
、
陸
軍
の
軍
政
の
一
環
と
し
て
、
訓
練
所
を
拠
点
と
し
た
現
地
青
年

に
対
す
る
人
材
育
成
事
業
に
、
本
願
寺
派
出
身
者
が
軍
の
身
分
で
関
与

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
た
と
い
う
点
を
強
く
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

昭
南
興
亜
訓
練
所
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
五
月
一
五
日
に
開
設
さ
れ
た
。
初
代
の
所
長
は
、
第
二
五
軍
軍
政
部
宗
教

教
育
課
長
で
陸
軍
少
尉
の
小
川
徳
治
（
一
九
〇
五
～
二
〇
〇
一
）
が
就
任
し
た
。
小
川
は
、
立
教
大
学
予
科
教
授
か
ら
徴
用
さ
れ

た
人
物
で
あ
っ
た（

（3
（

。

社
団
法
人
同
盟
通
信
社
（
現
・
一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社
及
び
株
式
会
社
時
事
通
信
社
）
が
配
信
し
た
記
事
に
は
、
同
年
八

月
に
お
け
る
訓
練
所
の
模
様
を
報
じ
て
い
る
。
主
事
に
就
任
し
た
金
谷
の
名
前
も
あ
る
の
で
、
長
文
と
な
る
が
引
用
す
る
。
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【
昭
南
九
日
発
同
盟
】
昭
南
市
の
中
心
か
ら
約
十
キ
ロ
東
北
方
の
高
い
椰
子
樹
に
囲
ま
れ
て
建
つ
て
ゐ
る
清
潔
な
感
じ
の
二

階
建
が
興
亜
訓
練
所
の
校
舎
で
あ
る
。
こ
の
訓
練
所
は
マ
レ
ー
軍
政
部
が
将
来
マ
レ
ー
の
官
吏
と
し
て
新
生
マ
レ
ー
建
設
の

重
責
を
担
う
現
地
人
の
青
年
を
集
め
て
、
日
本
精
神
に
基
く
鍛
錬
を
行
ふ
べ
く
去
る
五
月
十
五
日
開
設
し
た
も
の
で
、
生
徒

は
現
在
第
一
期
生
と
し
て
八
十
七
名
が
を
り
マ
レ
ー
人
、
印
度
人
、
支
那
人
、
混
血
児
等
人
種
は
雑
多
だ
が
何
れ
も
マ
レ
ー

各
州
か
ら
特
に
選
抜
さ
れ
知
事
の
推
薦
に
よ
り
入
所
し
た
優
秀
な
若
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
訓
練
所
で
三
ケ
月
の
訓

練
を
う
け
、
本
月
中
旬
卒
業
の
う
へ
各
州
の
官
吏
と
し
て
任
命
さ
れ
現
地
人
の
指
導
に
当
る
こ
と
と
な
つ
て
ゐ
る
。
日
本
精

神
に
よ
る
鍛
錬
が
目
的
で
あ
る
だ
け
に
生
徒
一
同
も
日
本
人
の
教
官
も
素
晴
ら
し
い
意
気
込
で
、
門
内
に
一
歩
を
踏
み
入
れ

る
と
所
内
の
隅
々
に
ま
で
打
て
ば
響
く
張
切
つ
た
空
気
が
感
ぜ
ら
れ
る

校
舎
の
階
下
は
教
室
と
食
堂
、
階
上
は
宿
舎
に
充
て
ら
れ
、
こ
こ
で
生
徒
一
同
が
全
く
軍
隊
式
の
共
同
生
活
を
行
つ
て
ゐ

る
。
各
自
の
ベ
ツ
ト
や
衣
類
棚
は
キ
チ
ン
と
整
理
さ
れ
塵
一
つ
落
ち
て
ゐ
な
い
。
階
下
の
掲
示
場
に
は
「
日
課
」
が
貼
出
し

て
あ
る
。
日
本
語
で
「
七
ジ
三
〇
プ
ン
キ
シ
ヨ
ウ
、
八
ジ
チ
ヨ
ウ
レ
イ
、
八
ジ
二
〇
プ
ン
セ
イ
ソ
ウ
、
九
ジ
チ
ヨ
ウ
シ
ヨ

ク
」
と
全
部
片
仮
名
で
記
し
て
あ
る
。
訓
練
所
の
主
事
は
龍
谷
大
学
教
授
〔
出
身
の
こ
と
か
〕
金
谷
哲
麿
氏
で
、
氏
以
下
九

名
の
日
本
人
教
官
が
生
徒
と
起
居
を
共
に
し
献
身
的
な
教
育
に
当
つ
て
ゐ
る
が
そ
の
努
力
は
見
事
に
実
を
結
ん
で
最
近
で
は

殆
ど
英
語
を
使
用
せ
ず
に
日
々
の
日
課
が
進
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
生
徒
の
服
装
は
戦
闘
帽
に
カ
ー
キ
の
半
袖
シ
ヤ
ツ
、

半
ズ
ボ
ン
、
左
の
胸
に
日
の
丸
と
各
自
の
名
前
を
片
仮
名
で
書
い
た
布
片
が
縫
つ
け
て
あ
る
。
号
令
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
日

本
語
「
整
列
」「
右
へ
な
ら
へ
」「
番
号
」
そ
の
テ
キ
パ
キ
し
た
動
作
、
行
進
も
上
手
だ
。
日
本
語
の
号
令
が
聞
き
な
れ
ず
に

動
作
を
間
違
へ
る
者
が
時
を
り
一
、
二
目
に
つ
く
が
、
手
を
高
く
振
り
足
を
踏
み
し
め
て
気
魄
の
こ
も
つ
た
訓
練
が
炎
天
下

の
芝
生
に
続
け
ら
れ
て
行
く
（
中
略
）。
食
事
は
階
下
で
教
官
と
全
生
徒
が
一
緒
に
集
つ
て
と
る
。
諸
人
種
が
集
つ
て
ゐ
る

の
で
、
献
立
を
作
る
の
に
も
陰
の
苦
心
が
大
変
な
の
だ
そ
う
だ（

（3
（

。
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昭
南
興
亜
訓
練
所
に
て
、
一
九
四
二
年
五
月
か
ら
七
月
ま
で
教
鞭
を
と
っ
た
英
語
学
者
の
毛も
う

利り

可よ
し

信の
ぶ

（
一
九
一
六
～
二
〇
〇

一
）
は
、
訓
練
所
の
教
育
方
針
を
回
顧
し
た
記
録
の
な
か
に
、「
語
学
教
育
と
い
う
こ
と
に
は
〔
所
長
〕
小
川
〔
徳
治
〕
さ
ん
や

〔
主
事
〕
金
谷
さ
ん
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
〔
教
官
〕
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
」（

（3
（

と
証
言
を
し
て
い
る
。

昭
南
興
亜
訓
練
所
は
、
一
九
四
三
年
七
月
に
閉
鎖
さ
れ
て
、
こ
の
間
に
三
期
生
約
二
八
〇
名
の
教
育
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
代

わ
っ
て
、
一
九
四
三
年
二
月
に
マ
ラ
ッ
カ
に
て
、
馬
来
興
亜
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
、
敗
戦
ま
で
に
八
期
生
約
八
〇
〇
名
の
教
育
を

行
っ
た
。
軍
政
監
部
の
直
轄
の
訓
練
所
で
、
一
七
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
の
優
秀
な
マ
ラ
ヤ
の
青
年
が
訓
練
を
受
け
た（

（3
（

。
所
長
は
陸

軍
教
授
の
城
戸
甚
次
郎
が
就
任
し
た
。

（
３
）
陸
軍
司
政
官
の
就
任

軍
の
嘱
託
で
あ
っ
た
金
谷
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
六
月
二
九
日
付
で
、
陸
軍
司
政
官
四
等
が
発
令
さ
れ
た（

（3
（

。
民
間
出

身
で
あ
る
金
谷
が
、
行
政
に
従
事
す
る
陸
軍
司
政
官
に
任
用
さ
れ
た
制
度
と
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
九
月
三
〇
日
に

「
陸
軍
司
政
官
及
海
軍
司
政
官
特
別
任
用
令
」（
昭
和
一
七
年
勅
令
第
一
三
四
号
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
。

そ
れ
ま
で
は
各
省
の
官
吏
が
軍
政
要
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
が
、
本
勅
令
に
よ
り
、
文
官
高
等
試
験
の
合
格
者
で
は
な
い
民
間

人
も
、
各
省
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
高
等
試
験
委
員
の
詮
衡
を
経
て
、
司
政
官
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
軍
政

機
構
に
勤
務
す
る
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

南
方
占
領
地
の
宗
教
行
政
に
際
し
て
、
当
初
は
文
部
省
か
ら
官
吏
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
同
特
別
任
用
令
に
よ
り
宗
教
界
か
ら
も

選
抜
さ
れ
た
。

こ
の
特
別
任
用
令
が
施
行
さ
れ
た
一
九
四
二
年
九
月
三
〇
日
と
同
じ
日
付
け
に
て
、
文
部
省
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
南
方
軍
政

に
お
け
る
宗
教
担
当
の
陸
軍
司
政
官
と
し
て
、
第
一
陣
と
し
て
四
名
の
僧
侶
が
任
命
さ
れ
た
。
駒
澤
大
学
元
教
授
の
渡
辺
楳
雄
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（
曹
洞
宗
）
が
高
等
官
三
等
、
井
上
憲
司
（
真
宗
本
願
寺
派
）
は
高
等
官
六
等
、
高
橋
照
空
（
真
言
宗
〈
一
九
四
一
年
の
合
同
前

は
新
義
真
言
宗
智
山
派
に
所
属
〉）
と
稲
田
海
誠
（
日
蓮
宗
）
は
高
等
官
七
等
と
な
っ
た
。
初
任
地
は
渡
辺
・
井
上
・
稲
田
が
昭

南
の
第
二
五
軍
司
令
部
附
、
高
橋
が
ラ
ン
グ
ー
ン
の
第
一
五
軍
司
令
部
附
で
あ
っ
た（

（3
（

。
こ
の
井
上
が
、
本
論
冒
頭
で
引
用
し
た

『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
及
び
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』
に
お
け
る
証
言
者
で
あ
る（

（3
（

。

金
谷
は
、
高
等
試
験
委
員
に
よ
る
事
務
処
理
番
号
「
詮
衡
第
一
四
三
二
号
」
と
し
て
、「
宗
教
ニ
関
ス
ル
陸
軍
司
政
官
」（

（3
（

と
な

り
、
引
き
続
き
馬
来
興
亜
訓
練
所
に
て
、
今
度
は
軍
服
を
着
た
行
政
官
で
あ
る
陸
軍
司
政
官
の
立
場
か
ら
、
教
育
に
当
た
っ
た
。

五

南
方
特
別
留
学
生

（
１
）
制
度
の
概
要

日
本
政
府
は
、
南
方
各
地
域
か
ら
、
日
本
本
土
の
高
等
教
育
機
関
に
留
学
さ
せ
て
将
来
の
指
導
者
と
し
て
養
成
す
べ
く
、「
南

方
特
別
留
学
生
」
の
制
度
を
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
か
ら
開
始
し
た（

（3
（

。
一
期
生
は
上
流
階
級
や
高
官
の
子
弟
が
条
件
と
し
て

選
抜
さ
れ
た
が
、
南
方
特
別
留
学
生
の
二
期
生
は
、
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
。
二
期
生
は
引
率
者
一
二
名
、
学
生
は
八
九
名
で
あ
っ

た
。
学
生
の
内
訳
は
ジ
ャ
ワ
二
〇
名
、
マ
ラ
イ
四
名
、
ス
マ
ト
ラ
九
名
、
ボ
ル
ネ
オ
二
名
、
ビ
ル
マ
三
〇
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
二
四

名
に
な
る（

（4
（

。

南
方
各
地
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
ま
り
、
複
数
の
船
舶
に
分
乗
し
て
か
ら
出
発
し
た
が
、
マ
ラ
イ
か
ら
の
学
生
は
帝
立
丸

（
帝
国
船
舶
管
理
委
託
）
に
乗
船
し
た
。

一
行
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
八
日
に
、
門
司
港
に
入
港
し
た
。
鉄
道
移
動
を
経
て
一
〇
日
に
は
東
京
駅
に
着
き
、
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各
所
訪
問
、
明
治
神
宮
と
靖
国
神
社
の
参
拝
、
学
力
検
定
を
経
て
、
一
九
日
に
は
国
際
学
友
会
日
本
語
学
校
に
入
学
し
た
。

二
期
生
の
マ
ラ
イ
班
の
四
名
は
、
現
地
か
ら
金
谷
が
引
率
し
て
き
た
。
そ
の
人
物
と
年
齢
は
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ビ
ン
・
ア
ハ

ム
ッ
ド
（
一
八
）、
ハ
ッ
サ
ン
・
ビ
ン
・
ア
ハ
マ
ッ
ド
（
一
七
）、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
（
一
八
）、
ユ
ソ
フ
ィ
・
ア
ブ
ド
ル
カ

ダ
ル
（
二
〇
）（

（4
（

で
あ
る
。
引
率
者
一
名
と
留
学
生
四
名
の
渡
航
費
用
は
、
三
〇
四
円
九
五
銭
で
、
現
地
か
ら
の
旅
費
、
食
費
、
宿

泊
費
、
荷
物
運
搬
費
、
添
乗
員
の
心
付
け
で
あ
っ
た（

（4
（

。

な
お
別
の
ビ
ル
マ
班
を
引
率
し
た
陸
軍
司
政
官
の
平
松
竜
英
は
真
宗
大
谷
派
、
軍
属
の
中
島
玄
良
は
日
蓮
宗
の
出
身
で
あ
っ
た
。

ビ
ル
マ
は
仏
教
国
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
の
軍
政
機
構
に
、
多
数
の
僧
侶
が
任
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

南
方
特
別
留
学
生
の
二
期
生
は
、
日
本
に
到
着
後
、
東
京
市
淀
橋
区
柏
木
（
現
・
東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
）
の
財
団
法
人
国
際

学
友
会
の
日
本
語
学
校
で
語
学
研
修
を
受
け
て
、
各
地
の
教
育
機
関
に
散
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
マ
ラ
イ
班
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る（

（4
（

。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ビ
ン
・
ア
ハ
ム
ッ
ド
は
徳
島
高
等
工
業
学
校
（
現
・
徳
島
大
学
工
学
部
）、
ハ
ツ
サ
ン
・
ビ
ン
・
ア
ハ

マ
ッ
ド
は
陸
軍
士
官
学
校
、
ユ
ソ
フ
ィ
・
ア
ブ
ド
ル
カ
ダ
ル
は
京
都
帝
国
大
学
（
現
・
京
都
大
学
）
法
学
部
で
あ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ラ
ザ
ク
は
、
後
述
す
る
。

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
一
六
日
に
、
東
京
市
麹
町
区
の
大
東
亜
会
舘
（
現
・
東
京
会
舘
）
に
て
、
財
団
法
人
国
際
学

友
会
に
よ
る
南
方
特
別
留
学
生
引
率
者
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。
マ
ラ
ヤ
班
を
引
率
し
た
金
谷
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
た
。

マ
ラ
イ
班

金
谷
司
政
官

一
、
留
日
学
生
人
員
ハ
十
名
ト
ノ
指
令
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
昭
南
特
別
市
及
ビ
他
ノ
七
州
ヨ
リ
各
二
名
ノ
候
補
者
ヲ
推
薦
セ
シ

メ
、
準
備
教
育
ノ
情
況
、
家
庭
事
情
ノ
考
慮
ノ
上
十
名
ヲ
採
用
ノ
方
針
ヲ
定
メ
タ
リ
。
市
及
ビ
州
ニ
於
テ
ハ
、
ソ
レ
ゾ
レ

募
集
ノ
方
法
ヲ
異
ニ
シ
、
マ
ラ
ツ
カ
州
ノ
如
キ
ハ
地
方
英
字
新
聞
、
マ
ラ
イ
語
新
聞
ニ
広
告
ヲ
出
シ
卅
五
名
ノ
応
募
者
中

二
名
ノ
応
募
者
ヲ
採
リ
タ
リ
。
本
年
ハ
昨
年
度
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
ク
名
門
出
身
者
ヨ
リ
採
用
ト
ノ
指
令
ハ
無
カ
リ
キ
。
政
庁
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ニ
於
テ
ハ
大
体
候
補
者
ノ
目
当
ツ
キ
居
リ
タ
リ
。
二
月
十
日
ニ
候
補
者
十
五
名
（
パ
ハ
ン
州
ノ
ミ
ハ
候
補
者
一
名
ノ
為
）

昭
南
ニ
集
合
、
マ
ラ
イ
興
亜
訓
練
所
ノ
一
部
ニ
合
宿
セ
シ
メ
約
七
十
日
間
訓
練
ヲ
実
施
セ
リ
。
日
課
ハ
、
ジ
ヤ
ワ
班
ノ
ソ

レ
ト
大
差
ナ
ク
七
時
三
十
分
起
床
、
九
時
朝
食
、
午
前
中
四
時
間
ノ
授
業
、
午
后
一
時
二
十
分
ヨ
リ
六
時
迄
授
業
、
教
練
、

体
操
、
音
楽
等
ヲ
実
施
セ
リ
。
授
業
ノ
内
容
ハ
日
本
語
ヲ
主
ト
シ
大
東
亜
概
説
、
東
洋
歴
史
（
外
人
ノ
東
洋
侵
略
史
）、

日
本
事
情
等
ナ
リ
。
後
ニ
至
リ
採
用
人
員
ガ
四
名
ニ
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ
、
成
績
順
ニ
依
リ
首
位
ヨ
リ
四
位
迄
採
用

セ
リ
。
尚
訓
練
ヲ
終
ヘ
タ
ル
残
余
ノ
者
ハ
、
本
人
ノ
人
物
、
家
庭
事
情
、
政
庁
ノ
意
向
ヲ
考
慮
シ
、
更
ニ
高
度
ノ
教
育
ヲ

施
シ
次
年
度
ニ
備
ヘ
ル
事
ト
シ
、
希
望
者
ヲ
同
所
ニ
留
メ
置
キ
タ
リ（

（4
（

。

以
降
、
金
谷
に
よ
る
発
言
の
趣
旨
は
、「
二
」
か
ら
「
六
」
の
項
目
で
紹
介
し
て
い
る
。
二
で
マ
ラ
ヤ
の
教
育
制
度
、
三
で
マ

ラ
イ
班
学
生
の
特
徴
、
四
で
同
班
学
生
の
希
望
進
学
先
、
五
で
現
地
軍
政
監
部
の
育
成
方
針
、
六
で
現
地
で
は
前
年
度
留
学
生
の

反
響
が
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク

南
方
特
別
留
学
生
二
期
生
の
マ
ラ
イ
班
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
三
）
は
、
戦
後
の
日
本
と
マ
レ
ー
シ

ア
の
友
好
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
マ
ラ
ヤ
の
ペ
ナ
ン
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
移
り
、
カ
ン
ボ
ン
バ
ハ
ル
・
マ
レ
ー

国
民
学
校
に
学
ん
だ
。
一
九
四
二
年
の
日
本
軍
占
領
後
は
、
西
警
備
隊
日
語
学
校
で
三
か
月
の
講
習
を
受
け
た
。
マ
ラ
ッ
カ
の
馬

来
興
亜
訓
練
所
を
経
て
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
文
教
科
の
日
本
語
教
師
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
南
方
特
別
留
学
生
に
選
抜
さ
れ
た
。

学
籍
簿
に
よ
れ
ば
、「
家
ハ
貧
ニ
近
シ
、
州
政
庁
ガ
本
人
留
学
中
家
族
ノ
全
責
任
ヲ
約
ス
」（

（4
（

と
あ
り
、
留
学
で
き
る
家
庭
で
は
な

か
っ
た
が
本
人
の
能
力
を
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
人
物
評
に
は
「
研
究
心
、
理
解
力
ニ
富
ム
、
努
力
家
、
感
情
繊
細
」（

（4
（
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と
あ
る
。
そ
し
て
、
金
谷
が
引
率
す
る
マ
ラ
イ
班
の
一
員
と
し
て
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
に
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
。

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
は
、
国
際
学
友
会
で
日
本
語
教
育
を
受
け
た
後
に
、
一
九
四
五
年
四
月
に
広
島
文
理
科
大
学
（
現
・
広

島
大
学
）
に
進
学
し
た
。
同
大
で
の
南
方
特
別
留
学
生
は
一
期
生
及
び
二
期
生
の
九
名
が
学
ん
で
い
た
。
同
年
八
月
六
日
に
大
学

で
の
授
業
中
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
マ
ラ
イ
か
ら
の
学
生
二
名
が
没
し
た
が
、
ラ
ザ
ク
は
生
き
残
り
、
直
後
に
は
救
援
活
動

を
行
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
勉
学
の
半
ば
、
同
年
九
月
に
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（

（4
（

。

金
谷
は
、
人
材
育
成
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
か
つ
て
大
谷
光
瑞
か
ら
武
庫
仏
教
中
学
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て
聞

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

南
方
特
別
留
学
生
二
期
生
を
引
率
し
た
後
の
金
谷
に
つ
い
て
、
詳
し
い
履
歴
は
分
か
ら
な
い
が
、
マ
ラ
イ
に
戻
っ
た
後
に
、
一

九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
七
月
二
二
日
に
戦
病
死
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
最
後
の
場
所
は
、
マ
ラ
イ
の
ケ
ダ
州

ア
ロ
ー
ス
タ
ー
市
で
、
当
時
の
同
州
は
日
本
軍
の
施
策
に
よ
り
タ
イ
領
と
し
て
割
譲
さ
れ
て
い
た
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
金
谷
哲
麿
の
経
歴
を
論
じ
て
き
た
。
そ
の
生
涯
は
、
近
代
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
関
係
史
を
見
る
上
で
、
興
味
深
い
存

在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

従
来
ま
で
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
関
与
に
関
す
る
成
果
で
は
、
宗
派
を
単
位
と
し
た
布
教
の
視
点
か
ら
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
金
谷
の
よ
う
に
宗
派
の
外
で
活
動
し
た
人
物
は
、
研
究
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
当
時
の

時
代
の
文
脈
を
見
な
い
で
、
評
価
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
近
代
史
研
究
に
お
い
て
は
、
仏
教
者
を
含
む
宗
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教
者
の
存
在
を
過
少
に
見
る
傾
向
が
あ
り
、
政
治
や
軍
事
に
関
与
し
た
宗
教
者
を
等
閑
視
し
て
き
た
。
近
代
の
仏
教
者
の
場
合
、

人
脈
と
知
識
を
持
ち
、
諸
言
語
を
習
得
し
た
人
物
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
画
策
と
謀
略
の
裏
面
に
て
動
い
た
。

金
谷
が
所
属
し
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
場
合
、
事
情
が
複
雑
で
あ
る
。
近
代
の
同
派
の
研
究
に
際
し
て
は
、
人
物
の
扱
い
に

躊
躇
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
は
、
金
谷
と
関
係
が
あ
っ
た
、
大
谷
光
瑞
が
絡
む
か
ら
で
あ
る
。
光
瑞
は
財
政
問
題
の

責
任
か
ら
法
主
を
辞
任
し
て
宗
派
か
ら
離
脱
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
ま
た
光
瑞
の
妻
籌
子
は
、
九
条
家
の
出
身
で
、
妹
は
大
正
天

皇
の
后
で
あ
る
貞
明
皇
后
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
谷
家
と
天
皇
家
は
親
族
関
係
で
あ
っ
た
。
門
信
徒
と
共
に
歩
む
現
在
の
教
団

か
ら
す
れ
ば
、
過
去
の
歴
史
は
評
価
が
難
し
い
課
題
が
多
い
の
で
あ
る
。

近
代
の
仏
教
者
に
つ
い
て
、
今
の
仏
教
界
と
教
団
の
価
値
観
と
論
理
か
ら
、
そ
の
是
と
非
を
問
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
建
設
的
で

は
な
い
。
当
事
者
が
生
き
た
社
会
と
政
治
の
情
勢
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
天
皇
の
位
置
、
西
洋
列
強
の
植
民
地
分
割
な
か
の
日

本
な
ど
、
複
合
的
な
要
因
の
中
で
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
団
外
か
ら
教
団
内
を
見
る
こ
と
で
、
外
部
で
活
動
し
た
金
谷
の
よ
う

な
人
物
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

金
谷
と
光
瑞
と
の
関
係
は
、
本
論
で
述
べ
た
以
上
の
こ
と
は
判
明
し
な
か
っ
た
が
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
関
係
者
に
あ
る
ア
ジ

ア
関
係
人
材
の
輩
出
に
は
、
間
違
い
な
く
光
瑞
の
存
在
が
大
き
い
。
彼
ら
の
思
想
背
景
に
は
日
本
の
ア
ジ
ア
進
出
が
あ
り
、
結
局

は
帝
国
主
義
と
戦
争
の
時
代
に
呑
み
込
ま
れ
た
。
時
代
の
限
界
は
あ
る
が
、
海
外
を
見
よ
う
と
し
た
姿
勢
は
、
現
代
に
も
通
じ
る

考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

最
後
に
、
金
谷
の
ア
メ
リ
カ
及
び
東
京
時
代
に
お
け
る
近
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
、
前
記
し
た
小
松
雄
道
の
こ
と
を
述
べ
て
本
論

を
終
え
た
い
。
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
の
箱
根
神
社
境
内
に
は
、
親
鸞
聖
人
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
神
社
に
像
が
あ
る
の

で
、
意
外
に
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
箱
根
は
、
東
国
で
布
教
し
た
親
鸞
が
京
都
へ
戻
る
際
に
通
っ
た
由
緒
地
で
あ
る
。
戦
前
に

全
国
大
学
教
授
連
盟
理
事
長
を
務
め
た
小
松
は
、
戦
後
に
は
全
国
の
大
学
の
総
長
や
学
長
等
に
呼
び
か
け
て
、
殉
国
学
徒
英
霊
奉
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賛
会
を
結
成
し
て
、
勧
募
活
動
を
行
っ
た
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
「
殉
国
学
徒
慰
霊
の
像
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が

こ
の
親
鸞
聖
人
像
で
あ
る
。
奉
賛
会
は
戦
没
学
生
を
供
養
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
が
、
慰
霊
像
を
親
鸞
に
し
た
の
は
小
松
ら
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仏
教
者
と
し
て
小
松
は
、
戦
没
学
徒
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
犠
牲
者
の
存
在
を
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

不
幸
に
も
マ
レ
ー
で
戦
病
死
し
た
金
谷
の
こ
と
も
、
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

註（
1
）
拙
著
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
本
論
に
お
い
て
、
一
次
資
料
か
ら
の
引
用
に

際
し
て
は
、
適
宜
に
句
読
点
を
補
い
、
必
要
に
応
じ
て
算
用
数
字
は
漢
数
字
に
置
換
し
た
。

（
2
）
小
島
勝
「
第
Ⅱ
部
第
一
章

本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育
」（
小
島
勝
・
木
場
明
志
編
『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
法
藏
館
、
一
九
九
二

年
）、
二
〇
〇
頁
。
な
お
同
論
文
の
初
出
は
、
小
島
勝
「
戦
前
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育

そ
の
二
」（『
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
号
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
七
年
）。
引
用
文
に
あ
る
井
上
憲
司
へ
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
遅
く
と

も
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
以
前
に
行
わ
れ
、
当
時
の
井
上
は
七
〇
代
後
半
で
あ
っ
た
。

（
3
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
国
際
部
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
編
纂
委
員
会
編
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』（
本
願
寺
出
版

社
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
六
九
頁
。

（
4
）
龍
谷
大
学
創
立
三
七
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
室
編
『
龍
谷
大
学
戦
没
者
名
簿
―
龍
谷
大
学
創
立
三
七
〇
周
年
記
念
誌
』（
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
一

年
）、「
金
谷
哲
麿
」（
二
三
七
頁
）。

（
5
）
全
日
本
仏
教
会
寺
院
名
鑑
刊
行
会
編
『
全
国
寺
院
名
鑑
』（
全
日
本
仏
教
会
寺
院
名
鑑
刊
行
会
、
一
九
六
九
年
）、「
大
分
県
」
の
部
の
八
頁
。

（
6
）
龍
谷
大
学
校
友
会
編
『
校
友
名
簿

昭
和
四
三
年
度
』（
龍
谷
大
学
校
友
会
、
一
九
六
九
年
）、
一
〇
頁
。

（
7
）
土
屋
詮
教
編
『
仏
教
年
鑑

昭
和
十
一
年
版
』（
仏
教
年
鑑
社
、
一
九
三
五
年
）、
一
八
四
頁
。
な
お
、
日
本
大
学
法
文
学
部
宗
教
学
科
及
び
専

門
部
宗
教
科
の
後
継
組
織
が
作
成
し
た
資
料
に
、
日
本
大
学
哲
学
研
究
室
編
『
日
本
大
学
哲
学
科
七
〇
年
の
歩
み
』（
日
本
大
学
哲
学
研
究
室
、

一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
同
書
は
、
学
事
資
料
に
基
づ
き
過
去
に
お
け
る
講
座
と
担
当
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
不
足
か
ら
全
て
を
網
羅
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し
て
お
ら
ず
、
金
谷
哲
麿
の
氏
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
8
）
金
谷
哲
麿
「
東
亜
共
栄
圏
と
蘭
印
問
題
―
世
界
環
視
の
標
的
た
る
蘭
印
に
就
て
語
る
」（『
講
演
時
報
』
第
六
〇
〇
号
、
連
合
通
信
社
、
一
九
四

〇
年
一
〇
月
）、
一
五
頁
。

（
9
）
小
松
雄
道
の
略
歴
は
、「
号
、
入
道

○
明
治
二
十
六
年
七
月
長
野
県
松
本
市
に
生
る

○
真
本
〔
真
宗
本
願
寺
派
〕
○
日
本
大
学
高
等
師
範

部
並
に
日
本
大
学
宗
教
科
卒
業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
卒
〔
中
退
か
〕、
マ
ス
タ
ー
、
オ
ブ
、
ア
ー
ツ
〔
文
学
修
士
〕、
巣
鴨
中
学
理
事
、
財
団
法
人

協
補
会
理
事
長

○
教
改
新
聞
社
長
、
日
本
大
学
教
授
、
日
本
宗
教
会
理
事
長

○
東
京
都
下
和
田
堀
之
内
町
和
泉
一
八
一
、
宇
宙
荘
」（
土
屋

詮
教
編
『
昭
和
五
年

仏
教
年
鑑
』
仏
教
年
鑑
社
、
一
九
二
九
年
、
四
八
九
頁
）。
住
所
に
あ
る
宇
宙
荘
と
は
、
日
本
大
学
宗
教
科
の
準
機
関
誌

『
宇
宙
―
文
化
雑
誌
』
の
発
行
元
で
あ
る
宇
宙
社
が
所
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
大
学
学
長
（
一
九
三
三
年
か
ら
総
長
）
の
山
岡
萬
之

助
が
監
修
者
と
し
て
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
刊
行
し
た
。
小
松
と
日
本
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
小
松
の
『
日
本
大
学
興
隆

秘
史
』（
共
栄
書
房
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
10
）B

uddhist C
hurches A

m
erica ed., Buddhist C

hurches Am
erica: A Legacy of the First 100 Years, San Francisco: B

uddhist C
hurches 

A
m

erica, 1998. pp.58, 294.

（
11
）
小
松
雄
道
『
乱
世
の
一
燈
』（
帝
都
日
日
新
聞
社
・
実
業
之
世
界
社
、
一
九
六
七
年
）、
四
一
頁
。

（
12
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C04011190700

（
第
五
画
像
目
）、
昭
和
七
年
三
月
一
四
日
～
昭
和
七
年
三
月
二
八
日
、

「
満
受
大
日
記
（
普
）
其
六

二
／
二
」「
便
乗
許
可
の
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
13
）
前
掲
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C04011190700

（
第
四
、
一
三
画
像
目
）。
な
お
、
同
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
三

二
年
当
時
に
金
谷
は
「
豊
多
摩
郡
杉
並
町
馬
橋
三
一
六
」（
第
七
画
像
目
）
に
居
住
し
て
い
た
。
一
九
三
五
年
に
は
、
前
掲
『
仏
教
年
鑑

昭
和

十
一
年
版
』
に
よ
れ
ば
、「
神
奈
川
県
鎌
倉
小
町
三
一
八
」（
一
八
五
頁
）
に
転
居
し
た
。

（
14
）
無
署
名
「
全
米
大
学
総
長
に
満
洲
事
情
報
告
／
水
野
錬
太
郎
氏
を
会
長
に
陣
容
一
新
し
た
「
大
学
教
授
連
盟
」
が
」（『
時
事
新
報
』
一
九
三
二

年
六
月
二
〇
日
）。
引
用
は
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」
に
基
づ
く
。
な
お
満
洲
視
察
後
に
ま
と
め
た

資
料
と
し
て
、
小
松
雄
道
編
『
満
洲
国
の
民
心
を
認
め
よ
―
支
那
人
の
性
格
に
就
て
』（
全
国
大
学
教
授
連
盟
研
究
会
、
一
九
三
二
年
）
が
あ
る
。

（
15
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C04011670200

（
第
五
、
六
画
像
目
）、
昭
和
八
年
八
月
五
日
～
昭
和
八
年
八
月
三
一
日
、

「
満
受
大
日
記
（
普
）
其
六

一
三

二
／
二
」「
便
乗
許
可
の
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
16
）
大
谷
光
瑞
著
、
金
谷
哲
麿
編
『
世
間
非
世
間
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
三
一
年
）。
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（
17
）
金
谷
は
、
本
山
の
本
願
寺
と
関
係
が
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
初
頭
に
、
子
息
の
金
谷
哲
生
が
物
故
し
た
が
、
本
願
寺
か
ら
「
宝

池
院
」
と
諡
号
さ
れ
た
。
無
署
名
「
金
谷
哲
麿
氏
令
息
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
一
六
四
号
、
中
外
日
報
社
、
一
九
四
〇
年
三
月
八
日
）、
三
頁
。

（
18
）
柴
田
幹
夫
『
大
谷
光
瑞
の
研
究
―
ア
ジ
ア
広
域
に
お
け
る
諸
活
動
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
19
）
金
谷
哲
麿
「
蘭
印
に
茶
の
使
し
て
」（『
茶
』
第
一
巻
第
七
号
、
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
）、
二
〇
頁
。

（
20
）
前
掲
、
金
谷
哲
麿
「
東
亜
共
栄
圏
と
蘭
印
問
題
―
世
界
環
視
の
標
的
た
る
蘭
印
に
就
て
語
る
」、
一
五
～
三
二
頁
。
本
稿
は
、
一
九
四
〇
（
昭

和
一
五
）
年
一
〇
月
一
〇
日
に
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
新
愛
知
社
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
講
演
録
で
あ
る
。

（
21
）
前
掲
の
拙
著
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』
所
収
の
「
第
Ⅱ
部
第
一
章

興
亜
仏
教
協
会
の
イ
ン
ド
シ
ナ
調
査
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）
大
阪
府
高
槻
市
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
徳
寺
蔵
。

（
23
）
富
樫
長
英
編
『
東
亜
調
査
関
係
団
体
要
覧

昭
和
十
六
年
』（
東
亜
研
究
所
、
一
九
四
一
年
）、
三
〇
〇
～
三
〇
一
頁
。

（
24
）
上
村
真
肇
「
仏
印
に
於
け
る
七
日
間

七
」（『
教
学
新
聞
』
第
二
三
四
二
号
、
教
学
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
一
二
月
一
一
日
）、
一
頁
。

（
25
）
無
署
名
「
蘭
印
ビ
ル
マ
の
宗
教
に
就
て
／
金
谷
哲
麿
氏
談
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
七
四
三
号
、
一
九
四
二
年
二
月
一
五
日
）、
三
頁
。

（
26
）
金
谷
哲
麿
「
南
方
の
宗
教
事
情
〔
一
〕
～
三
」（『
本
願
寺
新
報
』
第
九
五
四
～
九
五
六
号
、
本
願
寺
新
報
社
、
一
九
四
二
年
二
月
二
五
日
、
三

月
五
日
、
三
月
一
五
日
）、
各
一
頁
。

（
27
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C13071018500

（
第
二
、
三
画
像
目
）、「
第
二
五
軍
軍
政
部
員
（
高
等
文
官
）
一
覧
表
」、

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
三
〇
日
調
。
本
資
料
は
第
二
五
軍
の
行
政
組
織
で
あ
る
軍
政
部
の
発
足
当
初
に
お
け
る
機
構
全
体
を
示
し
た
も

の
だ
が
、
軍
政
顧
問
、
州
知
事
、
昭
南
特
別
市
長
、
昭
南
島
支
部
は
省
略
し
て
、
本
論
に
関
わ
る
要
員
の
み
記
載
し
た
。

（
28
）
昭
南
興
亜
訓
練
所
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ル
・
Ｈ
・
ク
ラ
ト
ス
カ
著
、
今
井
敬
子
訳
『
日
本
占
領
下
の
マ
ラ
ヤ

一
九
四
一
―
一
九
四
五
』（
行

人
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
松
永
典
子
『「
総
力
戦
」
下
の
人
材
養
成
と
日
本
語
教
育
』（
比
較
社
会
文
化
叢
書
一
一
、
花
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
29
）
前
掲
、
小
島
勝
「
第
Ⅱ
部
第
一
章

本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育
」（『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』）、
二
〇
〇
頁
。

（
30
）
前
掲
、『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』、
二
七
〇
頁
。

（
31
）
「
小
川
徳
治
教
授
略
歴
、
著
書
」（『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
三
号
、
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
、
一
九
七
一
年
一
一
月
、
三
―
五
頁
）

に
は
、
南
方
戦
線
で
の
軍
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
32
）
無
署
名
「
日
本
語
教
育
に
重
点
／
打
て
ば
響
く
現
地
人
青
年
の
意
気
／
昭
南
興
亜
訓
練
所
を
視
る
」（『
神
戸
新
聞
』
一
九
四
二
年
八
月
一
〇
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昭南興亜訓練所と南方特別留学生に関与した仏教者

日
）。
引
用
は
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」
に
基
づ
く
。

（
33
）
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
二

興
亜
訓
練
所
の
教
官
時
代

毛
利
可
信
」（
日
本
の
英
領
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
期
史
料
調
査
フ
ォ
ー
ラ
ム
編

『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

日
本
の
英
領
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
（
一
九
四
一
～
四
五
年
）
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
』
南
方
軍
政
関
係
史
料

三
三
、
龍
溪
書
舎
、
一
九
九
八
年
）、
六
一
一
頁
。
な
お
同
書
の
口
絵
に
は
、「
昭
南
興
亜
訓
練
所
本
部
前
教
官
一
同
（
昭
和
一
七
年
八
月
）」
の

見
出
し
で
集
合
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
主
事
の
金
谷
哲
麿
は
中
央
に
写
っ
て
い
る
。

（
34
）
前
掲
、『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

日
本
の
英
領
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
（
一
九
四
一
～
四
五
年
）』、「
人
名
・
事
項
解
説
」（
六
七
六
頁
）。

（
35
）
「
陸
軍
司
政
官
（
二
十
九
日
）」（『
朝
日
新
聞
』
第
二
〇
五
七
三
号
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
一
九
四
三
年
七
月
一
日
夕
刊
）、
一
頁
。

（
36
）
無
署
名
「
南
方
の
宗
教
対
策
強
化
／
宗
教
関
係
の
司
政
官
発
令
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
九
三
五
号
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
三
日
）、
二
頁
。

「
岡
山
医
科
大
学
学
生
主
事
世
良
琢
磨
外
三
十
二
名
陸
軍
司
政
官
等
任
免
ノ
件
」（
昭
和
十
七
年
・
任
免
巻
百
七
十
八
）、
国
立
公
文
書
館
蔵
（
請

求
番
号
―
本
館
／
二
Ａ
／
〇
二
一
／
〇
〇
・
任
Ｂ
〇
三
二
五
一
一
〇
〇
）。「
陸
軍
文
官
名
簿
」（「
南
方
軍
政
関
係
資
料
」
所
収
）、
防
衛
省
防
衛

研
究
所
蔵
（
請
求
番
号
―
南
西
／
軍
政
／
六
四
）。
南
方
軍
政
と
仏
教
者
の
動
員
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
著
『
戦
時
下
の
日
本
仏
教
と
南
方
地

域
』
所
収
の
「
第
Ⅱ
部
第
三
章

マ
ラ
ヤ
の
占
領
と
宗
教
調
査
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）
井
上
憲
司
は
、
新
潟
県
長
岡
市
出
身
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
、
京
都
帝
国
大
学
で
学
ん
だ
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
九
月
三
〇

日
付
け
で
陸
軍
司
政
官
と
な
り
、
一
九
四
六
年
五
月
八
日
付
け
で
復
員
し
た
。
そ
の
後
は
、
長
岡
の
徳
宗
寺
住
職
、
長
岡
市
仏
教
会
長
、
長
岡
市

議
会
の
議
員
と
議
長
を
務
め
た
。
略
歴
は
、
山
中
龍
淵
編
『
日
本
宗
教
大
鑑
』（
ブ
デ
ィ
ス
ト
社
、
一
九
七
三
年
、
九
六
七
頁
）、
秦
郁
彦
編
『
南

方
軍
政
の
機
構
・
幹
部
軍
政
官
一
覧
』（
南
方
軍
政
史
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
八
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
38
）
「
金
谷
哲
麿
外
六
名
陸
軍
司
政
官
等
任
官
並
免
職
ノ
件
」（「
任
免
裁
可
書
・
昭
和
十
八
年
・
任
免
巻
百
三
十
九
」、
請
求
番
号
・
任B03446100

、

件
名
番
号
・007

、
保
存
場
所
・
国
立
公
文
書
館
本
館
、
作
成
部
局
・
内
閣
、
年
月
日
・
昭
和
一
八
年
六
月
三
〇
日
）。

（
39
）
南
方
特
別
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
上
遠
野
寛
子
『
改
訂
版

東
南
ア
ジ
ア
の
弟
た
ち
―
素
顔
の
南
方
特
別
留
学
生
』（
暁
印
書
館
、
二
〇
〇
二

年
（
初
版
一
九
八
五
年
））、
藤
原
聡
・
篠
原
啓
一
・
西
出
勇
志
『
ア
ジ
ア
戦
時
留
学
生
―
「
ト
ー
ジ
ョ
ー
」
が
招
い
た
若
者
た
ち
の
半
世
紀
』

（
共
同
通
信
社
、
一
九
九
六
年
）、
江
上
芳
郎
『
南
方
特
別
留
学
生
招
聘
事
業
の
研
究
』（
南
方
軍
政
関
係
資
料
二
四
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
七
年
）

を
参
照
の
こ
と
。
上
遠
野
は
、
南
方
特
別
留
学
生
の
第
一
期
生
に
対
し
て
日
本
語
や
日
本
文
化
の
教
育
に
関
わ
っ
た
。

（
40
）
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
旧
・
財
団
法
人
国
際
学
友
会
の
資
料
番
号
六
二
「
昭
和
十
九

年
度
南
特
」
に
含
ま
れ
る
「
昭
和
十
九
年
度
南
方
留
学
生
名
簿
」。
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（
41
）
前
掲
、「
昭
和
十
九
年
度
南
方
留
学
生
名
簿
」。

（
42
）
前
掲
、
番
号
六
二
「
昭
和
十
九
年
度
南
特
」
に
含
ま
れ
る
「
マ
ラ
イ
班
上
京
諸
費
用
受
領
書
」。

（
43
）
前
掲
、
藤
原
聡
・
篠
原
啓
一
・
西
出
勇
志
『
ア
ジ
ア
戦
時
留
学
生
―
「
ト
ー
ジ
ョ
ー
」
が
招
い
た
若
者
た
ち
の
半
世
紀
』
所
収
の
「
南
方
特
別

留
学
生
名
簿
（
計
二
百
五
名
）」、
二
八
九
頁
。
当
該
の
名
簿
は
、
国
際
学
友
会
所
蔵
の
学
籍
簿
か
ら
江
上
芳
郎
が
作
成
し
た
名
簿
を
も
と
に
、
加

筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
44
）
前
掲
、
東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
番
号
六
二
「
昭
和
十
九
年
度
南
特
」
に
含
ま
れ
る
「
昭
和
十
九
年
度
南
方
留
学
生
引
率
者
ト
ノ
懇

談
会
ニ
於
ケ
ル
懇
談
事
項
要
録
」、
頁
数
無
記
。

（
45
）
前
掲
、
東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
番
号
三
三
「
学
籍
簿

マ
ラ
イ
」
に
含
ま
れ
る
「
ア
ブ
ド
ル
・
ラ
ザ
ク
」。

（
46
）
前
掲
、
東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
番
号
三
三
「
学
籍
簿

マ
ラ
イ
」
に
含
ま
れ
る
「
ア
ブ
ド
ル
・
ラ
ザ
ク
」。

（
47
）
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
後
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
マ
レ
ー
語
教
育
、
日
本
語
教
育
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
友
好
に
関

わ
っ
た
。
マ
ラ
工
科
大
学
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
で
日
本
語
講
師
を
務
め
、
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
提
唱
し
た
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
の
政
策
に

よ
り
産
業
技
術
研
修
生
が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
語
予
備
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
に
就
い
た
。
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）

年
に
母
校
の
広
島
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
が
贈
ら
れ
た
。
ラ
ザ
ク
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
マ
ン
・
プ
テ
ィ
著
、
小
野
沢
純
・
田
中
和
夫
・
山
下
勝
男

訳
『
わ
が
心
の
ヒ
ロ
シ
マ
―
マ
ラ
ヤ
か
ら
来
た
南
方
特
別
留
学
生
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
宇
高
雄
志
『
南
方
特
別
留
学
生
ラ
ザ
ク
の

「
戦
後
」
―
広
島
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
』（
南
船
北
馬
舎
、
二
〇
一
二
年
）、
広
島
大
学
編
『
被
爆
し
た
南
方
特
別
留
学
生
へ
の
名
誉
博
士

号
授
与
の
記
録
』（
広
島
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

【
謝
辞
】
本
論
の
執
筆
に
際
し
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
妙
寿
寺
（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）
の
金
谷
則
行
住
職
よ
り
、
金
谷
哲
麿
の
遺
品
ア
ル
バ
ム
を

貸
与
い
た
だ
い
た
。
御
厚
意
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
文
化
庁
宗
務
課
専
門
職
、（
専
門
）
宗
教
学
、
近
現
代
宗
教
史
）


